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11 R用加硫促進剤としてのノクセラーTTFEについて

従来IIRのイオウ加硫におきましては，加硫促進剤と 実験データ

して，ノクセラー TT• ノクセラー TSなどのチウラム 基礎配合

系，あるいはノクセラーPZ• ノクセラーEZなどのジチ IIR (ボリサープチル400) 100 

オカルバミン酸系のものが使用されてまいりましたが， 亜鉛華 5 

ジチオカルバミン酸の鉄塩であるノクセラーTTFEがこ ステアリン酸

れらにもまして効果のあることはあまり知られていない イ オ ウ 2 

ようであります. EPC—ブラック 60 

ノクセラーTTFEは加硫促進力がかなり強烈なために

天然ゴムおよびSBRではスコーチ（早期加硫）をおこし

勝ちで，かつ加硫物の耐老化性にも難点があり，不向き

でありますが，それらのエラストマーよりもはるかに加

硫性の遅いURにノクセラーTTFEを配合しますと，加

硫が迅速に行なわれ，加硫物の物理的性質を向上せし

め，耐老化性も良好となり，きわめて好適であります。

今回はこの IIR用加硫促進剤としてのノクセラー TT

FEに関する実験データの一端を御紹介し御参考に供し

たいと思います．

ノクセラーTTFEの紹介

化学名

Feric dimethyl dithiocarbamate 

s 
CH C I ヘa ／ N- -s- Fe 
CH 

性状

・外観暗灰褐色粉末

・融点 230℃以上

• 水分 o.396以下

・粉末度 0, 5形以下 (200メッシ）

実験 1 加硫試験

上記の基礎配合に IIRの標準加硫促進剤とされている

ノクセラーTTI. O十ノクセラーM 0,5を加えた混和物

（試料A)とノクセラー TTFEI. 5を加えた混和物（試

料B)をプレス加硫して引張試験を行なった．

加硫条件 141℃ X 10, 20, 30, 40分

結果は表 l・図 lに見られるごとくノクセラー TTFE

は IIRにおいてきわめて有効な加硫促進性を示してい

る．

表 1加硫試験結果

試 料 亨時間 Tn En 
分） (kg/cmり(%) Hs 

(105) 

10 125 87,5 51 

試 料 A 20 147 763 53 

（ノクセラーTTI. 0) 30 160 679, 56 
ノクセラーM 0.5 

40 158 625 59 

10 151 775 59 

試 料 B 20 153 542 64 

（ノクセラーTTFEI. 5) 30 164 546 64 

40 161 546 62 

63 
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図1 加硫曲線
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実験 2 加硫試験・老化試験

基礎配合にノクセラー TTFEI. 0十ノクセラー M 0.5 

を加えた混和物（試料C) と実験 lの試料Aをプレス加

硫して引張試験ならびに老化試験をして比較すると表2-

I'表 2-2の結果をみた．

試験結果より，ノクセラーTTFEとノクセラーMを併

用した場合は，ノクセラーTTとノクセラーM を併用し

た場合に比較して，老化前の物理的性質を高めるのみな

らず老化後の成績もよく耐熱老化性が優秀なことがわか

る．

表 2-1 加硫試験結果

加硫温度 !4-1℃ 

試料 亨攣ij Tn En 分 (kg/cmり (96)
H~, 

JO 125 875 」 51' 

試 料 A 20 147 763 53 

（ノクセラーTT1.0) 30 160 679 56 
ノクセラーM 0.5 

40 158 625 59 

10 155 670 59 

試 料 G 20 162 642 63 

（ノクセラーTTFEI, 0) 30 164 580 63 
ノクセラーM 0.5 

40 165 520 64 

40 

表 2-2 老化試験結果

加硫条件 141℃ X30分

老化条件 ギャー式， 100℃X96時間

試料
叩 En
(kg/cmり (96) Hs, 

40 
10 20 30 40 

試 料 A
老化前 160 679 56 

（ノクセラーTTI. 0) 
老化後 llp 417 70 

ノクセラーM 0.5 老化率（彩）ー28 -39 +25 

試 料 C
老化前 164 580 63 

（ノクセラーTTFEI. 0)老化後 162 500 64 

ノクセラーM 0.5 老化率（形）一 l -14 + 2 

老化率は次式により算出した．

老化率(96) 老化前一老化後 X(-100) 
老化前

加硫時間（分）

64 
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